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図耆館80年の歴史（二）
『関西大学百年史』にみる図書館確立期
長尾 糺
千里山及び天六時代
ここに、一冊の貴重な資料がある。関西大学名入
りの、罫線を印刷した和紙18枚を和綴じにしたもの
で、表紙に墨書で「昭和四年三月圖耆館事務大要
関西大学図書館」 と記されている。昭和4年という
年は、前年の昭和3年4月に千里山図書館が竣成し
4年9月には天六新学舎が竣成して地階に専門部図
書館が設置された年である。関西大学は千里山・天
六学舎時代を迎え、今日の図書館の基礎ｶぎ固まった
年とも言えるだろう。そこで「図書館事務大要」を
ひもとくことによって、 当時の図書館事情を窺うこ
とができる。
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これにより、 当時の組織や業務内容を窺うことが
できる。
一、図書分類
本館所定の和洋図書分類表（冊子）が添付され、
分類方法力ざ具体的に記されている。
二、図書統計
次の3種類の図書統計表（閲覧統計）が添付され
ている。
第1表閲覧図書分類別、入館及閲覧人員（日計）
第2表入館及閲覧人員（月計）
第3表閲覧図書分類別月計表
統計表は毎月、関西大学学報局及び関西大学新聞
編集局に報告される。
因みに、昭和12年度の関西大学図書館閲覧統計
（関西大学学報159号、昭和13年5月）によると、
次のとおりである。
昭和12年度自12年4月1日 開館日数258日
至13年3月31日
蚕
ｆ
澱
蔦
:燕
簸溌
罵鐺蕊誌為篤
.‘豊､ .戒､ ､
…
ー蝿
時計塔がそびえる天六学舎の大学本部
前回の「『関西大学百年史』にみる図書館創世紀
（図書館80年の歴史（一)」では、第2次大戦以前
まで述べられている力弐、今回は一部、重複するとこ
ろはある力罫、昭和初期からの記述としたい。
「図書館大要」は圖害館管理及其分掌（下記の
図）に始まり、以下の10項目に分かれる。
1.／
図書館フォーラム第2号(1996）
十、新聞雑誌受入整理
当時、受入整理したものは、和雑誌が法学論叢他
15点、洋雑誌がTHEECONOMICJOURNAL他
12点であった。
終わりに関西大学図書館規則（下記） を掲載して
いる。これは千里山学報24号（大正13年11月）掲載
の同規則を一部手直し （開館時間等） したものであ
る。
千里山学舎図書館之部
天六学舎図書館之部
関西大学図書館規則
第一條関西大学図書館規則ハ関西大学ノ図書ヲ収蔵スル
所トス
第一節館ノ開閉
第二條本館ハ休日ヲ除クノ外左ノ時限ヲ以テ開閉ス
開館午前八時 閉館午後六時
但シ本館ノ都合ニ依り伸縮スルコトアルヘシ
第三條本館定期休日左ノ如シ但シ臨時ノ閉館ハ其都度
之ヲ掲示ス
ー、歳首一月一日ヨリ同月六日マデ
ー、大祭日
一、 日曜日
一、本大学記念日
一、春、夏、冬定期休日
第二節閲覧者
第四條本館収蔵ノ図書ハ本学教授講師職員校友学生及本
学二於テ特二認メタル者ノ閲覧二供スルモノトス
第五條本館ノ図書ヲ借覧セントスル者ハ借覧簔二著者名、
書名、図書番号、氏名等ヲ詳記シ係員二示シ書冊ヲ借受
ク"、シ
第六條閲覧者ノー時二借覧シ得ヘキ図書数左ノ如シ
三種十冊
第七條閲覧室二於テハ朗読、談話、喫煙其他喧騒ノ行為
アルヘカラス
第八條排列セル机、椅子等ヲ狼リニ移動或ハ建物其他備
付ノ器物ヲ汚損スヘカラス
第三節館外貸出
第九條本学教授講師並二職員ハ図書ヲ借用シ館外二帯出
スルコトヲ得
第十條本学教授講師ノ要スル参考書ノ館外貸出期限ハ当
該学科授業期間中トシ其他ノ館外貸出ハ三週間トス
第十一條冬夏期休業中借受ヲ欲スル者ハ特二館長ノ認可
ヲ経へシ
第十二條第九條、第十條、第十一條ノ貸出冊数ハ左ノ制
限ヲ越ユルヘカラス
洋言及洋装書十五冊
和装書 二十冊
但シ受持科目ノ多キ者二限り館長ノ見込ヲ以テ其数ヲ増
加スルコトアルヘシ
第十三條貸出期間内ト錐モ本館ノ必要ニ依り臨時返納セ
※昭和12年在学者数
大学部705名 大学予科506名
専門部（一部及二部） 3，007名
三、館内出納
四、館外出納
五、図書目録
目録法について具体的に記述され、事例のカード
が添付されている。
六、図書ノ排列
七、図書購入
教職員、学生の希望図書購入手続きについて記述
され、図書購入請求書（教授講師職員用、学生用）
が添付されている。
八、寄贈図書受入
篤志家による図書の寄贈の手続きについて記述さ
れ、礼状の見本（下記図）が添付されている。同時
に関西大学学報局に報告して、千里山学報誌上に公
表される。
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当時は図書が非常に高価なものであったので、寄
贈者に対する礼状も学長印を捺印したものであった。
九、蔵書捺印
98
閲覧人員 閲覧冊数
法文学部 5， 222 9, 027
経済学部 2， 793 4 133
大学予科 1 ， 275 1 ， 946
専門部 57 95
合 計 9， 347 15 201
1 日平均 36． 1 58． 9
閲覧人員 閲覧冊数
専
門
部
法律学科
経済学科
商業学科
文学科
3， 856
1 ツ 056
4， 276
702
6， 689
1 917
7， 094
1 ， 330
大学予科及大学部 191 342
合 計 10, 081 17, 372
1 日平均 39． 06 67． 3
凶吾館80年の歴史（二） 『関西大学百年史』にみる図書館確立期
シムルコトアルへシ
第十四條新二備付ケタル図書ハ閲覧室内二特設セル書架
二陳列シ若干日間之ヲ公示スヘシ
第十五條前條ノ図書ハ到着ノ日ヨリニ週間ヲ経過セサレ
ハ館外貸出ヲ許サス但シ購入希望者ノ111出二依り備付ケ
タルモノハ此限リニアラス
第十六條貴重図書及辞書類ハー切館外貸出ヲ許サス
第十七條図書ハ総テ室外二帯出スルヲ許サス暫時タリ ト
モ室外二出テムトスルトキハ必ス其都度返納スヘシ
但シ館外貸出ノ制定二依ル者ハ此限リニアラス
第十八條借受ノ図書ハ総テ転貸ヲ許サス
第十九條図書ヲ紛失シタル者ニハ原姑又ハ代州ヲ以テ弁
償セシムヘシ
第二十條図書ヲ竪損シタル者ニハ其損害ノ大小二順シ原
，品ヲ以テ之ヲ償ハシメ若クハ修繕又ハ代｛IIiヲ以テ償ハシ
ム
これを見ても分かるように、図書館の基本的な考
え方力甜現在まで継承されていることがよく理解出来
る。
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西甲種商業、第二商業が福島学舎から移転した。地
上4階建て（地下1階）の本館の地階に、専門部図
書館として閲覧室、図耆事務室、書庫が設置され、
12月より閲覧を開始した。昭和10年3月、天六学舎
に大学本部ｶゴ新築され、図耆館は、地階からその4
階へ移転した。 ここに、現在の総合図書館が建設さ
れるまでの間、千里山図書館旧本館（現簡文館)、
天六分館力ざ関西大学の図書館としての役割を果して
きた｡
昭和11年には、千里山に白亜の予科新校舎が竣工
され、図書室力甜設置された。
また、盛んに記念文庫が設置された。皇太f殿下
成婚記念文庫（人正13年)、柿崎記念文庫（同14年)、
堀文庫（昭和4年)、山岡文庫（'司4年)、三島文庫
（同16年）等が篤志家の寄付によって、蔵書の充実
が図られた･
昭和13年には、後に学長となって関大の復興に力
を尽くしたMW崎卯一ｶゴ、初代図耆館長に任ぜられた‘
非常時ﾄｰにあって、関西大学も、学園新体制のもと、
勤労奉仕や、学徒動員へと時代は傾斜していった。
この間の図書館の活動としては、南方文庫の設置が
挙げられる。太平洋戦争|くにあって、高まる南方へ
の関心から、南方諸地域の民族、政治、法制、経済、
文化の研究をI I的として、千里山図書館に南方文化
研究所力叡開設された。当時、収集された図書は現在
も南方文hliとして所蔵されている。
昭和3年4月、千里山学舎に待望の千里山図書館
か竣工した。総面積約800坪(2,640平方メートル）
総工費9万5千円で、鉄筋コンクリート31偕建てで
地下室があり、書庫も積層式5階建てで地下室もつ
いていた。館内地階には、食堂兼喫煙室、製本修理
室1階には、館長室、応接室、事務室、研究室、
2階には、学生用大閲覧室、 そして3階には、研究
室等の設備があり、 3年6月から開館した。
昭禾Ⅱ4年9月、天六新学舎が竣成し、専門部、関
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